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         ストップ！！電話でお金詐欺 

◇【防 犯】 

警察署等の電話番号を偽装表示させる詐欺が急増中！ 

●被害の流れ 

警察官等からの電話（末尾が 0110の場合もあり）→SNSに移行（警察手帳などの画像を送信）→

逮捕を示唆（資金調査名目）→現金振り込み要求（現金手交要求） 

 

 

 

 

●常時留守番電話に設定 

●ナンバーディスプレイ 

 の活用 

 

●警察官が、電話で捜査 

対象になっているなど 

伝えません 

 

●一旦電話を切って警察に 

折り返しの電話で確認 

 

 
（長野県警察 HPより抜粋一部加工あり） 

 



◇【防 災】 

●先月 4月 18日 20時 19分に長野県北部を震源とする震度 5弱（マグニチュード 5.1）の地震が

発生しました（松本市は震度 4）。北西―南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型の内陸地震です。   

大規模な損壊はなさそうですが、転倒によりお怪我をされた人的被害の報道もあります。今回の震源 

付近には糸魚川―静岡構造線断層帯が存在しています。今後大きな地震が発生する可能性は否定でき

ません。留意しましょう。 

ところで、発生が懸念されている南海トラフ地震ですが、発生した場合は当地も大きな影

響を受けます。南海トラフとは静岡県の駿河湾から九州東方沖（日向灘沖）にかけて続く深

さ約４キロメートルのくぼみ（トラフ）です。海側の岩盤が陸地側の岩盤の下に沈み込むプ

レート境界を震源域として、過去約１００年から１５０年の間隔でマグニチュード（M）８前後

の地震が繰り返し起きてきました。２０２５年３月に公表された被害想定ではマグニチュー

ド（M）９クラスの地震が起きた場合、最悪のケースで以下が見込まれます。 

 

 ◎南海トラフ巨大地震全国の被害想定          〇長野県被害想定 

死者数 ３０万人  死者数 ８０人 

負傷者数 ９５万人    

建物全壊 ２３５万棟  建物全壊 ３,１００棟 

断水影響 ３,６００万人  断水人口 １５０万人 

停電影響 ２,９００万棟  停電影響 ７８万人 

経済損失 ２７０兆円    

食糧不足（３日間） １,９９０万食    

食糧不足（１週間） ９,１６０万食    

飲料水不足（３日） ４,３７０万ℓ    

飲料水不足（１週間） １億４,０８０ℓ    

 

●松本市は最大震度５強（物につかまらないと歩くことが難しい。棚のある食器類や本で落ちるも

のが多くなる。固定していない家具が倒れることがある。補強されていないブロック塀が倒れる

ことがある。）が想定されています。自助・共助のためにも１週間分の水と食料、携帯トイレなどを

備蓄しましょう。水や食料は非常用ばかりではなく日常的なものをローリングストックすることを

お勧めします。（フェーズフリーといいます。） 

また、この機会に住宅の耐震性を高めたり、家具の固定を行い、家族との安否確認の方法、避難

場所の確認等を各ご家庭内で再度共有してください。 

 

 
                                                 

◎防犯防災通信「緑の風」（カラー版）は、パソコン、スマホで読むことも可能です。 

松本市のホームページから➡地域の掲示板→城北地区→各町会から→西町町会へ 


